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『
広
辞
苑
』〔
第
六
版
〕
で
、「
第
一
声
」
と
い
う
語
を

調
べ
て
み
る
と
、そ
こ
に
は
、「
あ
る
活
動
を
始
め
る
と
き
、

最
初
の
公
の
場
で
発
す
る
こ
と
ば
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
大
辞
泉
』〔
増
補
・
新
装
版
〕
に
い
た
っ
て
は
、「
就

任
の
あ
い
さ
つ
や
選
挙
演
説
な
ど
、
活
動
の
始
め
に
公
の

場
で
最
初
に
発
せ
ら
れ
る
言
葉
」
と
あ
り
、
と
り
わ
け
、

第
一
声
と
い
う
こ
と
ば
が
、
選
挙
戦
と
の
関
連
で
も
ち
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
ふ
る
く
か
ら
あ
り
、
た
と
え
ば
、
一
九
二
三
（
大
正
一

二
）
年
四
月
二
三
日
の
新
聞
紙
上
に
は
、
す
で
に
、「
地

方
選
擧
を
前
に
政
友
會
の
第
一
聲　

選
擧
權
擴
張
を
叫
ん

だ
決
議
條
項
」
と
の
見
出
し
が
み
ら
れ
る（

１
）。
こ
の
よ
う
な

状
況
は
、
現
在
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、
第
一
八
回
統

一
自
治
体
選
挙
を
め
ぐ
る
報
道
で
も
、
知
事
選
挙
に
出
馬

し
た
候
補
者
の
第
一
声
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

で
は
、
こ
こ
で
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
六
日
の
北
海
道

知
事
選
挙
告
示
日
に
お
け
る
二
人
の
候
補
の
第
一
声
の
一

部
を
紹
介
し
た
い
。

Ａ
候
補
「
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
。
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
北

海
道
は
ど
の
県
よ
り
も
い
っ
ぱ
い
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
く
し
た

ち
は
、
こ
の
北
海
道
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
と
し
て
、
原
発
に
依
存
を
し
な
い
北
海
道
を

め
ざ
し
て
い
く
」

Ｂ
候
補
「
ひ
と
た
び
、
福
島
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
と
、
北
海
道
は
一
次
産
業
、
観
光
産
業
壊
滅
。

わ
た
し
た
ち
の
命
、
い
や
子
ど
も
た
ち
の
命
、

ま
た
そ
の
子
ど
も
の
命
も
危
う
い
の
で
あ
り
ま

す
。
北
海
道
は
、
豊
か
に
、
心
豊
か
に
生
き
る

と
き
、
原
発
は
も
う
い
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
」

　

上
記
の
二
候
補
の
第
一
声
を
聞
い
て
、
お
の
お
の
、
い

ず
れ
が
、
高
橋
は
る
み
、
佐
藤
の
り
ゆ
き
の
発
言
で
あ
る

の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
主

張
し
た
い
の
は
、
有
権
者
は
、
こ
の
第
一
声
を
聞
い
た
か

ぎ
り
で
は
、両
候
補
と
も
に
、脱
原
発
の
ス
タ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
と
の
印
象
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
両
候
補
の
第
一
声
か
ら
は
、
原
発
問
題
に
対
す
る

明
確
な
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
が
み
て
と
れ
な
い
と
い
う
わ

け
だ
。
こ
の
こ
と
は
、「
今
回
の
知
事
選
は
脱
原
発
か
原

発
か
の
道
民
投
票
の
性
格
も
あ
る
」
と
主
張
し
て
き
た（

２
）、

佐
藤
の
「
争
点
化
力
」
の
弱
さ
を
意
味
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。

　

第
一
声
の
時
間
配
分

　

そ
れ
は
、
両
候
補
の
第
一
声
の
時
間
配
分
か
ら
も
い
え

る
。
具
体
的
に
は
、Ａ
候
補
は
、挨
拶
三
五
秒（
９
・
３
％
）、

出
馬
理
由
八
一
秒
（
21
・
６
％
）、
観
光
振
興
五
四
秒

（
14
・
４
％
）、
医
療
・
福
祉
七
五
秒
（
20
・
０
％
）、
札

幌
と
の
連
携
三
〇
秒（
８
・
０
％
）、五
輪
誘
致
一
五
秒（
４
・

０
％
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
四
五
秒
（
12
・
０
％
）、
選
挙
戦
の

決
意
四
〇
秒
（
10
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
の
Ｂ

候
補
の
ほ
う
は
、
挨
拶
二
〇
秒
（
２
・
２
％
）、
出
馬
理
由

三
一
〇
秒
（
34
・
８
％
）、
人
口
減
少
一
七
〇
秒
（
19
・

１
％
）、医
療
・
福
祉
一
二
〇
秒
（
13
・
５
％
）、エ
ネ
ル
ギ
ー

一
〇
〇
秒
（
11
・
２
％
）、知
事
像
一
一
〇
秒
（
12
・
３
％
）、

選
挙
戦
の
決
意
六
二
秒
（
７
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
た
（
集

計　

札
幌
テ
レ
ビ
放
送〔
Ｓ
Ｔ
Ｖ
〕。四
捨
五
入
の
関
係
で
、

一
〇
〇
％
と
は
な
ら
な
い
）。

　

こ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
原
発
）
問
題
に
さ
い
た
時
間

配
分
だ
け
に
着
目
す
る
と
、
Ａ
候
補
の
場
合
は
12
・
０
％

で
、
Ｂ
候
補
の
ほ
う
は
11
・
２
％
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
告
示
ま
え
の
三
月
一
八
日
に
実
施

さ
れ
た
、
公
開
討
論
会
（
主
催　

北
海
道
新
聞
社
）
の
席

に
お
い
て
、「
原
発
に
つ
い
て
、
知
事
の
姿
勢
が
理
解
し

か
ね
ま
す
。
再
稼
働
は
ど
う
し
ま
す
か
。
本
音
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
と（

３
）、
厳
し
い
調
子
で
高
橋
に
せ
ま
っ
た
佐

藤
は
Ａ
候
補
で
あ
り
、
他
方
、「
再
稼
働
は
、
こ
れ
だ
け

の
重
要
な
政
策
課
題
を
今
、
予
断
を
持
っ
て
イ
エ
ス
と
も

ノ
ー
と
も
言
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
玉
虫
色
の
姿
勢
に

終
始
し
た
高
橋
は
Ｂ
候
補
と
考
え
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
ろ

◉
２
０
１
５
統
一
地
方
選
挙

第
一
声
か
ら
み
え
る

知
事
候
補
者
の「
争
点
化
力
」

浅　

野　

一　

弘
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う（
４
）。

　

し
か
し
、
じ
つ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
原
発
）
問
題
に
多

く
の
割
合
を
さ
い
た
ほ
う（
＝
Ａ
）が
、高
橋
な
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
高
橋
の
ト
ー
タ
ル
の
演
説
時
間
は
わ
ず
か
六

分
一
五
秒
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
佐
藤
の
ほ
う
は
そ

の
倍
以
上
の
一
四
分
五
二
秒
を
つ
い
や
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
佐
藤
の
第
一
声
は
、
き
わ
め
て
冗
長
な
印
象
を
あ

た
え
た
。
し
か
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
原
発
）
問
題
に
さ
い

た
時
間
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
発
問
題
を

争
点
化
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
皮
肉
に
も
、
埋
没
化
さ
せ
る

よ
う
な
か
た
ち
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
告
示
日

当
日
正
午
ま
え
の
北
海
道
内
の
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

各
局
と
も
に
、
知
事
選
挙
の
争
点
の
一
つ
は
、
泊
原
発
再

稼
働
の
是
非
と
報
じ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
藤

は
、「
泊
」と
い
う
固
有
名
詞
を
一
度
も
つ
か
う
こ
と
な
く
、

第
一
声
を
終
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

無
党
派
層
の
動
向

　

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
四
月
一
二
日
の
投
票
で
は
、

佐
藤
は
一
一
四
万
六
五
七
三
票
と
善
戦
し
た
も
の
の
、
高

橋
の
一
四
九
万
六
九
一
五
票
を
う
わ
ま
わ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
で
は
、
佐
藤
の
敗
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
北
海
道
新
聞
社
の
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
回

の
知
事
選
挙
（
二
〇
一
一
年
四
月
一
〇
日
）
で
は
、
無
党

派
層
の
じ
つ
に
68
・
２
％
が
高
橋
に
票
を
投
じ
て
い
た（
木

村
俊
昭
19
・
９
％
、
宮
内
聡
６
・
８
％
、
鰹
谷
忠
４
・
５
％
、

そ
の
他
０
・
６
％
）

（
５
）。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
選
挙
で
、
高

橋
は
無
党
派
層
の
49
・
７
％
の
票
し
か
あ
つ
め
き
れ
て
お

ら
ず
、
50
・
０
％
の
支
持
を
あ
つ
め
た
佐
藤
に
リ
ー
ド
を

許
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
無
回
答
０
・
３
％
）

（
６
）。
無
党
派

で
の
支
持
に
お
い
て
、
佐
藤
が
、
高
橋
を
う
わ
ま
わ
っ
た

と
い
う
結
果
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
・
読
売
新
聞
社
に
よ
る
出
口
調

査
で
も
得
ら
れ
た
（
佐
藤
52
・
54
％
、
高
橋
44
・
96
％
、

無
回
答
２
・
５
％
）。

　

こ
れ
ら
の
数
字
は
、「
の
り
ゆ
き
の
ト
ー
ク
Ｄ
Ｅ
北
海

道
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
お
よ
そ
一
八
年
間
つ
づ
け
て

き
た
佐
藤
の
知
名
度
の
た
か
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
佐
藤
の
知
名
度
の
た
か
さ
に
く
わ
え
て
、「
争

点
化
力
」
が
と
も
な
っ
て
い
れ
ば
、
さ
ら
な
る
無
党
派
層

の
票
の
う
わ
づ
み
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。
こ
の
「
争
点
化
力
」
が
よ
わ
か
っ
た
か
ら
こ

そ
、「
投
票
で
重
視
し
た
政
策
は
？
」
と
の
問
い
で
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
選
択
す
る
有
権
者
が
わ
ず
か
９
・
13
％
し

か
存
在
し
な
か
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
（「
景
気
・
雇
用
」

22
・
02
％
、「
医
療
・
福
祉
」
15
・
01
％
、「
行
政
改
革
」

11
・
72
％
、「
第
一
次
産
業
」
２
・
69
％
、「
そ
の
他
」

33
・
63
％
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
Ｓ
Ｔ
Ｖ
・
読
売
新
聞
社

に
よ
る
出
口
調
査
で
は
、「
少
子
化
」を
え
ら
ん
だ
者
は
５
・

80
％
で
、「
人
口
減
少
・
危
機
突
破
戦
略
」
を
公
約
で
か

か
げ
た
高
橋
も
「
争
点
化
力
」
に
か
け
て
い
た
と
い
え
な

く
も
な
い（

７
）。
と
は
い
え
、
両
候
補
と
も
に
、「
争
点
化
力
」

に
お
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、最
終
的
に
は
、

現
職
の
つ
よ
み
を
発
揮
し
た
高
橋
に
ぶ
が
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
知
事
選
挙
は
は
じ
ま
っ
て
い
る

　

と
こ
ろ
で
、
高
橋
を
推
薦
し
た
、「
公
明
党
道
本
部
の

稲
津
久
代
表
は
佐
藤
氏
が
北
海
道
電
力
泊
原
発
の
再
稼
働

の
是
非
を
争
点
に
掲
げ
た
こ
と
に
言
及
し
、『
道
民
の
期

待
は
（
高
橋
氏
が
掲
げ
た
）
経
済
活
性
化
や
地
域
振
興
に

あ
っ
た
』
と
指
摘
し
た
」
と
い
う（

８
）。
だ
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
・
読

売
新
聞
社
に
よ
る
出
口
調
査
で
は
、「
景
気
・
雇
用
政
策

を
重
視
」
し
た
回
答
者
の
う
ち
の
59
・
36
％
し
か
、
高
橋

は
票
を
か
た
め
き
れ
て
い
な
い
（
佐
藤
39
・
45
％
）。

　

と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
た
び
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故

が
発
生
す
る
と
、「
景
気
・
雇
用
」
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
化

す
る
か
を
説
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
な
ら
ば
、佐
藤
は
、

さ
ら
な
る
票
の
う
わ
づ
み
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、泊
原
発
再
稼
働
反
対
を
明
確
に
争
点
化
し
、

有
権
者
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
高
橋
の
〝
ほ
ん

と
う
の
顔
〟
を
み
せ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
選

挙
戦
で
の
勝
利
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

四
年
後
の
知
事
選
挙
は
、
も
う
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

い
ま
か
ら
四
年
後
を
み
す
え
て
、「
争
点
化
力
」
を
も
っ

た
候
補
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、
挑
戦
者
側
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

＜

あ
さ
の　

か
ず
ひ
ろ
・
札
幌
大
学
法
学
部
教
授＞

【
注
】

（
１
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
三
年
四
月
二
三
日
、
二
面
。

（
２
）http://satonoriyuki.jp/new

s/%
e5%

be%
a1%

e7%
a4%

bc/

（
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
）。

（
３
）『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日
、
九
面
。

（
４
）
同
右
、
八
面
。

（
５
）
同
右
、
二
〇
一
一
年
四
月
一
一
日
、
七
面
。

（
６
）
同
右
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
三
日
、
四
面
。

（
７
）「
新
・
北
海
道
ビ
ジ
ョ
ン
―
世
界
に
発
信
！
輝
く
北
海
道

―
」（
二
〇
一
五
年
三
月
）（http://haruchan.jp/m

anifest/

m
anifest-pdf/seisaku2015.pdf

〔
二
〇
一
五
年
六
月
五

日
〕）、
四
頁
。

（
８
）『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
五
年
四
月
一
三
日
、
三
面
。


